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令和３年度美濃加茂市教育委員会事務の

点検及び評価について

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条の規定に基づき教育委員

会は、毎年、教育行政事務の管理及び執行状況について点検・評価を行い、その

結果に関する報告書を作成し、議会に提出するとともに、公表することが義務付

けられています。

 今回の点検・評価は、「美濃加茂市教育委員会点検評価実施要領」により、令

和３年度に実施した教育委員会（学校教育課、教育総務課の２課）の事務事業に

ついて実施をしました。

 点検した事務事業は、令和３年度美濃加茂市の教育の方針と重点に基づき実

施された主な事業であり、これらの事業について第一次評価を担当課で行い、こ

れを基に教育委員全員による個別評価、そして全体審議を経て、教育委員会とし

ての最終評価としています。

A から D までの判定基準は、次のとおりです。

A：順調に達成しているもの

B：おおむね順調に達成しているもの

C：達成見込みであるが課題があるもの

D：順調でないもの

 対象とした３３事業の判定結果は、A 判定が９件で２７．３％、B 判定が２０

件で６０．６％、C 判定が３件で９．１％、D 判定が１件で３．０％でした。

令和３年度の事業については、新型コロナウイルス感染症の影響により中止

や縮小した事業がありました。

課題があると評価されたものにつきましては、その理由について考察し、改

善・達成に向けて、更なる努力を重ねていきたいと思います。

 今後も「自己にきびしく、人にやさしい、心身ともにたくましい子ども」を育

てるため、教育委員会は努力してまいりますので、皆様のご理解・ご協力をお願

い申し上げます。



令和３年度美濃加茂市教育委員会の方針と重点 

教育総務課（総務係、施設管理係） 

１ 活動方針 

○ 安全・安心で健康に過ごせる教育環境の整備 

○ 子育て環境の充実 

２ 重点施策 

 （１）小中学校施設感染症対策事業（新型コロナ対策） 

   ア 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、必要な物品の購入及び放課

後において教室等の消毒を実施する（市内全小中学校）。 

（２）学校施設改修工事 

ア 小学校施設営繕工事 

・太田小他４校空調改修工事（太田小、山之上小、伊深小、三和小、下米田小） 

     ・蜂屋小防水及び外壁改修工事 

     ・加茂野小防水及び外壁改修工事 

     ・伊深小プール除却工事 

     ・伊深小体育館大規模改修工事 

     ・小学校体育館非構造部材補強工事（古井小、加茂野小、伊深小） 

     ・太田小寄附採納地駐車場整備工事 他 

   イ 中学校施設営繕工事 

     ・中学校 2校防犯カメラ新設工事 

     ・東中相談室空調新設工事 

     ・西中体育館バスケットゴール取替工事 

・東中第一音楽室床改修工事 他 

 （３）学校施設の適正な維持管理 

   ア 学校現場からの営繕要望と教育委員会事務局から見た状況を鑑み、優先順位を

決定して計画的な工事を実施する。 

   イ 軽微な修繕には、学校長の裁量による迅速な対処を可能にするため、学校配当予

算の修繕費を活用する。 

 （４）小規模特認校制度の導入 

   ア 平成２９年度から伊深小と三和小に小規模特認校制度を導入。

   イ 保育園・幼稚園へ積極的にＰＲするとともに、説明会を開催。



ウ 実績

     （伊深小学校）

年度 1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生 合計 全児童
H29 1 1 59
H30 3 1 4 62
H31 2 3 1 1 7 66
R2 6 2 3 1 1 13 74
R3 4 6 3 3 2 18 72

     （三和小学校）

年度 1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生 合計 全児童
H29 1 1 23
H30 1 1 22
H31 3 1 4 21
R2 1 3 1 5 25
R3 0 1 3 1 5 22

  （５）放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ）の適正実施 

     平成２５年度から、利用料収納管理及び利用決定以外の業務を民間委託してい

る。委託業者と連携し、放課後児童クラブを適正に運営するとともに、新型コロナ

ウイルス感染症の陽性者が出た際には、早期に適正な対応ができよう務める。 

教育総務課（学校給食センター）

１ 活動方針 

○ 安全、安心な給食提供とコロナ禍における業務継続（BCP）に努める。  

２ 重点施策 

（１） 機械設備の故障に起因する給食の停止（欠食）を起こさない。 

ア 累計供給日数(率)＝202日／202日(予定日数)＝100％  

    (センター業務の機械設備・調理機器不良・調理員ミスによる、給食中止・遅配・

欠品(誤配)をなくす。) 

イ 維持管理コストを下げるため電力契約を入札方式とし、使用電力量の削減する

ととともに最大使用電力をデマンド管理により３４１kw以下にする。特に、盛

夏の７月～８月の調理業務でのピークを抑える。 

（２） 食中毒に起因する給食の停止を起こさない。 

ア 病原性大腸菌（O-157、O-26）及びノロウイルス保菌検査の実施 

イ 定期的な食品検査の実施 

ウ 衛生管理チェック（日常点検）の実施。（毎月のふきとり検査の実施） 

エ 学校と連携を図りながら食育指導の実施 

  (３) 業務継続（BCP）のため新型コロナウィルス感染予防対策を徹底する。 



   ア 健康管理 

イ マスクの着用 

   ウ 手洗い・消毒 

   エ 定期的な換気 

   オ ソーシャルディスタンス 

   カ 自覚を持った休日の過ごし方 



美濃加茂市教育委員会・ 美濃加茂市富加町中学校組合教育委員会

１児童生徒の安心・安全を確保する
体制の強化
①命を大切にし，自らの命を自分
で守る意識を高める指導の充実
・実践的な「命を守る訓練」
・防災マニュアルの点検と改善
②保護者や地域，幼保小中高，市
との連携
③登下校の安全確保
２関係機関や地域との連携強化
①幼保小中高特の連携
②地域の教育資源や学習環境の積
極的な活用
③ＰＴＡ活動の充実
④学校運営協議会の設置と連携
⑤地域行事への積極的な参加
⑥歯・口の健康づくり
３開かれた学校づくりと学校評価の実
施と活用
①ほほえみ参観、オンライン参観等に
よる教育活動の公開や学校だより，
ＨＰ等による情報の積極的な発信
②児童生徒や保護者，地域住民の
意見を踏まえた学校評価の実施と
公表，改善
③コミュニティスクールへの転換

１社会性や豊かな人間性の育成
①倫理観と規範意識の涵養
②ボランティア活動の推進
③人権教育の充実
④道徳科の授業の充実
２不登校の未然防止
①児童生徒の実態把握
・ハイパーＱＵの分析と活用
・幼保小中の情報共有
②自己肯定感の向上
・共感的理解と受容
③保護者や関係機関との連携
④相談体制の充実
３いじめの根絶
①人権感覚の育成
・所属感，自己有用感の向上
・児童会・生徒会活動の充実
・
②早期発見，早期対応体制の構築
・ハイパーＱＵの分析と活用
・
４多文化共生の推進
①国際理解教育の充実
②外国人児童生徒の初期適応指導，
国際教室の指導の充実

１授業の充実
①児童生徒の実態を把握した指導
・三つの見届けの徹底
②単元・授業構想の創意工夫
・ねらいの明確化
・指導過程の工夫
＜視点＞「主体的な学び」
「対話的な学び」
「深い学び」

③指導方法の創意工夫
・一人一台端末の有効活用
・言語活動の工夫
・指導・援助、板書の工夫
④
・情報教育の充実
（プログラミング教育の推進）
・外国語教育の充実
・自然や科学等の体験活動の充実
２学習習慣の確立
①「聞く」姿勢づくりの徹底
②家庭学習の充実
③読書指導の充実
３学習環境の整備
①学習に集中できる教室環境
②意図性のある掲示
③ＩＣＴ環境を含めた板書の工夫

自己にきびしく 人にやさしい 心身ともにたく ましい児童生徒

教職員の資質向上・ 働き方

◇ 誰もが「 学校が楽しい！」 と言える

学校づく りの推進

異校種間の連携と地域ぐるみの

教育の環境づく り

方 針

めざす姿

校内での研修体制の充実，各種学校訪

問やセンター研修等の積極的な活用

メリハリのある勤務

職員間のｺﾐｭﾆｹーｼｮﾝの円滑化

「 自己有用感」 の味わえる

居場所づく り

危機管理意識の徹底

不祥事根絶の自覚

「 学ぶ喜び 学び合う楽しさ」 の

実感できる授業づく り

市の重点施策を受けた方向性

Walkable City Minokamo すべての健康のために 歩き続けるまち！

知 はてなって すてき！

学び合うって 面白い！ 徳
自 分 が 好 き ！

仲 間 が 好 き ！ 体
運動って 気持ちいい！

健康って 素晴らしい！

～学ぶ喜び 学び合う楽しさ～ ～ 自 己 有用 感 ～ ～自ら創る健康～

重 点

ＦＲＯＭ－０歳プラン２（ 学校が楽しい！） の推進

学校の改革・改善 校長を中心としたカリキュラムマネジメントの充実と特色ある教育活動の推進

指導力（教科指導，生徒指導，学級経営） 倫理観と規範意識 健康管理・働き方改革


